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令和６事業年度 事業計画 

 

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、社会生活は徐々に平静を

取り戻しつつありますが、医療・介護の現場では油断ならない状況が続い

ています。 

当社は、国及び県、市と協力し可能な限りの対応を行ってまいりました

が、これまでの経験を踏まえ、今後の新たな感染症のまん延等に対応する

ため、関係機関と連携し医療提供体制の確保に努めてまいります。 

一方、我が国では、超高齢化社会へ突入する２０２５年問題への対応と

して、医療・介護・福祉サービスの整備が急務となっています。しかしな

がら、高齢化の進展状況には大きな地域差があることから、医療・介護・

予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制（地域包括ケアシステ

ム）を２０２５年（令和７年）を目途に地域ごとに構築する必要がありま

す。 

また、平成２８年に策定された「山口県地域医療構想」及び、これを踏

まえた上で策定された「周南市立新南陽市民病院公的医療機関等２０２５

プラン」に基づき、現在、他の医療機関等との機能分化・連携強化の取組

を進めているところですが、こうした取組を令和７年度に向けて着実に推

進していくことが求められています。 

公益財団法人周南市医療公社（以下「医療公社」という。）は、設立目的

として、「周南市及びその周辺の地域住民の健康の保持、公衆衛生の向上、

高齢者の福祉の増進及び地域の保健医療体制の確立を図り、もって地域住

民の医療及び福祉の増進に寄与する」ことを掲げています。 

この目的達成のための事業として、周南市立新南陽市民病院及び周南市

介護老人保健施設ゆめ風車の指定管理者として周南市から指定を受け、市

との緊密な連携のもと当該施設の管理運営を行うと共に、併設する訪問看

護ステーション、指定居宅介護支援事業所を一体的に展開しています。サ

ービス提供においては地域住民のニーズを的確に把握し、安心、安全で質

の高い医療サービスと介護サービスを効果的、持続的に提供することで、

市民の皆様をはじめ、医療従事者からも信頼される医療公社を目指してい

ます。令和６事業年度は次の各事業の計画に基づいて取組を進めます。 

 

 

 

-1-



 

 

１ 病院事業 

新南陽市民病院は、令和２年度より経営改善の核となる取組としてＤ

ＰＣ対象病院に移行し、医療の標準化と効率化を図っています。 

また、アフターコロナの中、地域包括ケア病棟の運用再開による病床

運用の適正化等に尽力しており、患者一人当たりの平均単価の上昇、入

退院支援及びベッドコントロールの充実等、期待される効果も生じてい

ます。 

一方、開設以来２０年以上を経過し、職員の高齢化、施設の老朽化に

伴い人件費や設備費用の増加も見込まれます。 

現在の状況に対応し、今後必要とされる地域医療に対応できる病院と

なるために、施設・設備の充実整備を具体的に検討していくなどをして、

以下の事業に取組みます。 

 

① ＤＰＣデータの活用による医療の適正化を図り、経営の効率化を

推進 

② 運用を再開した地域包括ケア病棟の患者確保と管理強化 

③ 急性期から回復期まで総合的に対応するための医療提供と入退院

支援の強化 

④ 近隣開業医ならびに二次及び三次救急病院間の紹介・逆紹介を推

進し、医療連携のさらなる強化による患者数の確保 

⑤ 健康診断及び透析患者受入体制の強化 

⑥ 中山間地域等の医療体制確保と共に、地域医療の充実を担う役割

を踏まえたオンライン診療の検討 

⑦ 医学及び医療の向上に関する調査研究（治験等）及び各種研修生

及び職場体験学習生徒受入等による人材育成 

⑧ 市民健康講座等の地域住民への啓発活動 

⑨ 石油コンビナート及び重化学工業等の立地に伴う、事故・災害対

応に係る緊急機能を担う医療の提供 

⑩ 二次救急に係る病院群輪番制病院としての医療の提供 

 

２ 介護老人保健施設事業 

高齢者の福祉の増進のため、介護保険事業サービスが安定的、持続的

に提供できるよう経営の健全化に努めるとともに、隣接する市民病院及

び訪問看護ステーションや指定居宅介護支援事業所等との連携を強化し

ます。 

一方「周南市介護老人保健施設事業経営戦略」に沿った収益増加に向

け利用者の増加、在宅強化型の維持により収益の増加を目指します。 

 高齢者の自立支援と尊厳の維持及び家族の介護負担を軽減する役割を

担いながら、次の事業に取り組みます。 
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① 利用者に選ばれる施設となることによる入所率の高位安定 

② ケアプランの充実及び各職種のチームワークによるトータルケア

の充実 

③ 通所リハビリテーション及び訪問リハビリテーションの充実と利

用率の高位安定 

④ 利用者・家族との信頼関係の維持・構築 

⑤ 二次救急病院である新南陽市民病院との連携による利用者への安

心・安全体制の提供 

⑥ 学習療法を促進することで脳機能の活性化による認知症の維持改

善を図る 

⑦ 居宅介護支援事業所ゆめ風車との連携による利用者の確保 

⑧ 各種研修生及び職場体験学習生徒受入等の人材育成 

 

３ 訪問看護ステーション事業 

病院退院者及び介護老人保健施設退所者の在宅看護を中心に、市や地

域の保健・医療･福祉サービスとの緊密な連携の下に、生活の質を重視し

た在宅医療ができるよう支援を行います。また、市街地から離れた山間

部等への対応についても新南陽市民病院や近隣開業医と連携し、安心・

充実したサービスの提供を行います。 

 

４ 居宅介護支援事業 

要介護状態等の利用者が、可能な限り、その居宅において自分の能力

に応じて自立した日常生活を営むことができるように、適切な保健医療

サービス及び福祉サービスが総合的、効率的に利用できるよう支援を行

います。また、利用者が適切なサービスの選択ができるよう他の事業者

との連携を強化し、相談体制の充実を図ります。 

 

５ その他 

各種講座への医師等の派遣や「糖尿病教室」等の啓発活動を行います。

同様に、市民公開健康講座の開催や糖尿病週間には当院独自の行事とし

て、血液検査等の実施や専門職員による個別相談、講演会等を開催し、

市民の皆様の“医療と健康”への意識を啓発してまいります。また、周

南市と連携し、糖尿病性腎症重症化予防活動に積極的に取り組んでまい

ります。 
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　Ⅰ  収入の部
（単位：千円）

一般会計
（病院事業）

介護老人保健
施設事業会計

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
事業会計

居宅介護支援
事業会計

予算額 予算額 予算額 予算額

１ 基本財産運用収入 30 30

２ 療養費収入 34,560 34,560

３ 利用料収入 3,840 3,840

４ 補助金等収入 3,585,842 3,254,896 330,946

５ 介護報酬収入 19,110 19,110

６ 受託事業収入 702 702

７ 雑収入 17,757 16,701 1,039 16 1

８ 繰入金収入 20,100 17,617 2,483

９ 敷金保証金戻り収入

3,681,941 3,271,627 331,985 56,033 22,296

　Ⅱ  支出の部
（単位：千円）

一般会計
（病院事業）

介護老人保健
施設事業会計

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
事業会計

居宅介護支援
事業会計

予算額 予算額 予算額 予算額

１ 病院事業費 3,249,346 3,249,346

２ 介護老人保健施設事業費 331,485 331,485

３ 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ事業費 56,033 56,033

４ 居宅介護支援事業費 22,296 22,296

５ 講演会等開催事業費

６ 介護予防事業費

７ 管理費 341 341

８ 敷金・保証金支出 840 840

９ 固定資産取得支出

10 繰出金支出 20,100 20,100

11 予備費 1,500 1,000 500

3,681,941 3,271,627 331,985 56,033 22,296

収  入  合  計

令和6事業年度 収支予算書総括表

区    分

支  出  合  計

合  計

合  計区    分
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収    入
（単位：千円）

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
基本財産運用収入 30 30

基本財産利息収入 30 30
補助金等収入 3,254,896 85,731 3,169,165

管理運営交付金 1,729,206 74,448 1,654,758
病院診療交付金 1,525,690 11,283 1,514,407

雑収入 16,701 16,701
受取利息 1 1
その他事業収入 13,500 13,500
雑収入 3,200 3,200

3,271,627 85,731 3,185,896

令和6事業年度  一般会計収支予算書

予  　算  　額
備     考

勘   定   科   目

収 　入 　合 　計
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支    出
（単位：千円）

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
病院事業費 3,249,346 74,448 3,174,898

給料手当 1,284,496 51,088 1,233,408 一般職員196→206人（育休等を含む。）

臨時雇賃金 165,367 △ 3,483 168,850
退職給付費用 50,000 20,000 30,000
福利厚生費 229,343 6,843 222,500
報酬
旅費交通費 454 454 赴任旅費

通信運搬費 5,500 5,500
消耗什器備品費 4,146 4,146
消耗品費 18,400 18,400
印刷製本費 2,050 2,050
図書費 4,198 4,198
被服費 421 421
燃料費 80 80
光熱水費 110,000 110,000
修繕費 40,000 40,000
賃借料 55,961 55,961
保険料 3,900 3,900
負担金支出 3,500 3,500
材料費 706,000 706,000

薬品費 520,000 520,000

衛生材料費 4,000 4,000

医療消耗品費 137,000 137,000

給食材料費 45,000 45,000

研究研修費 8,000 8,000
委託費 548,530 548,530
租税公課 2,000 2,000
雑  費 7,000 7,000

管理費 341 341
役員報酬 300 300
旅費交通費 7 7
通信運搬費 10 10
消耗品費 10 10
雑  費 14 14

840 840
敷金支出 840 840

固定資産取得支出
什器備品購入支出

繰出金支出 20,100 11,283 8,817
繰出金支出 20,100 11,283 8,817

予備費 1,000 1,000
予備費 1,000 1,000

3,271,627 85,731 3,185,896

勘   定   科   目 予  　算  　額
備     考

支　 出　 合　 計

敷金保証金支出
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収    入
（単位：千円）

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
補助金等収入 330,946 △ 2,832 333,778

管理運営交付金 224,572 △ 2,365 226,937
介護交付金 106,374 △ 467 106,841

雑収入 1,039 1,039
受取利息 2 2
自動販売機手数料 263 263

雑収入 774 774 実習受入等

331,985 △ 2,832 334,817

支    出
（単位：千円）

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
介護老人保健事業費 331,485 △ 2,832 334,317

給料手当 168,493 4,642 163,851 一般職員30人

臨時雇賃金 20,695 △ 6,276 26,971 臨時職員10人

退職給付費用 4,000 4,000
福利厚生費 31,384 △ 731 32,115
通信運搬費 1,134 △ 59 1,193
消耗什器備品費 377 122 255
消耗品費 1,886 420 1,466
印刷製本費 100 100
図書費 100 100
被服費 326 326
燃料費 927 18 909
光熱水費 20,994 △ 547 21,541
修繕費 6,969 495 6,474
賃借料 4,470 △ 454 4,924
保険料 597 597
負担金支出 311 1 310
材料費 35,763 △ 297 36,060

薬品費 5,724 △ 574 6,298

衛生材料費 368 △ 26 394

医療消耗品費 3,817 △ 838 4,655

給食材料費 25,854 1,141 24,713

研究研修費 391 234 157
委託費 32,184 △ 400 32,584
雑  費 384 384

予備費 500 500
予備費 500 500

331,985 △ 2,832 334,817支　 出　 合　 計

令和6事業年度 介護老人保健施設事業特別会計収支予算書

予  　算  　額

勘   定   科   目

備     考
勘   定   科   目

備     考
予  　算  　額

収 　入 　合 　計
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収    入
（単位：千円）

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
療養費収入 34,560 4,530 30,030

療養費収入 34,560 4,530 30,030 9,000円×320回×12月

利用料収入 3,840 1,320 2,520
利用料収入 3,840 1,320 2,520 1,000円×320回×12月

雑収入 16 16
受取利息 1 1
雑収入 15 15 実習受入

繰入金収入  17,617 15,071 2,546
繰入金収入 17,617 15,071 2,546

56,033 20,921 35,112

支    出
（単位：千円）

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
訪問看護ステーション事業費 56,033 20,921 35,112

給料手当 30,906 6,659 24,247 一般職員5人

臨時雇賃金 3,107 225 2,882 臨時2人

退職給付費用 13,000 13,000
福利厚生費 5,701 1,037 4,664
通信運搬費 400 400
消耗什器備品費 160 160
消耗品費 60 60
印刷製本費 120 120
図書費 63 63
被服費 55 55
燃料費 400 400
修繕費 300 300
賃借料 750 750
保険料 223 223
負担金支出 133 133
研究研修費 150 150
委託費 240 240
租税公課 52 52
雑  費 213 213

56,033 20,921 35,112

備     考

令和6事業年度 訪問看護ステーション事業特別会計収支予算書

勘   定   科   目
備     考

予  　算  　額

支　 出　 合　 計

収 　入 　合 　計

予  　算  　額勘   定   科   目
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収    入

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
介護報酬収入 19,110 19,110

介護報酬 19,110 19,110

受託事業収入 702 702
受託金 702 702

雑収入 1 1
受取利息 1 1

繰入金収入  2,483 △ 3,788 6,271
繰入金収入 2,483 △ 3,788 6,271

22,296 △ 3,788 26,084

支    出

大科目 中科目 R6当初予算 対前年比 R5当初予算
居宅介護支援事業費 22,296 △ 3,788 26,084

給料手当 15,488 533 14,955
臨時雇賃金 1,273 △ 3,799 5,072
福利厚生費 2,683 △ 522 3,205
退職金
材料費
退職給付費用
通信運搬費 400 400
消耗什器備品費 79 79
消耗品費 50 50
印刷製本費 50 50
図書費 60 60
被服費 20 20
燃料費 200 200
修繕費 200 200
賃借料 1,150 1,150
保険料 80 80
負担金支出 85 85
研究研修費 85 85
委託費 240 240
租税公課 40 40
雑  費 113 113

22,296 △ 3,788 26,084

令和6事業年度 居宅介護支援事業特別会計収支予算書

1300件×11,700円(通常報酬）

勘   定   科   目

1300件×3,000円（事業所加算）

3,900円×15件×12月

備     考

（単位：千円）

勘   定   科   目
備     考

一般職員3人

臨時1人

支　 出　 合　 計

予  　算  　額

収 　入 　合 　計

（単位：千円）

予  　算  　額
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